
21.6.2 経済部
現下の経済状況

（地域の事業者等の声）

1

業種等 事業者等の声

製造業

○資材の単価上昇や、最低賃金の上昇が見込まれ、
商品の値上げを検討しているが、踏み切れない

○電気料金等の上昇分を価格転嫁することは困難。
○４月の電気料金の値上げにより経営環境が厳しさを
増している

卸売業
・
小売業

○原材料・包装資材・人件費・光熱費等の高騰で
今後は収益圧迫の懸念がある
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現下の経済状況

（地域の事業者等の声）

2

業種等 事業者等の声

宿泊・
飲食業

○人手不足が深刻であるほか、水道光熱費の高騰が
大変厳しい

○フロント、調理人、給仕、ベッドメイク
全ての職種で人手不足
稼働率を下げて対応しているホテルもある

○人手不足で営業日減や大きな宴会を断ったりして
いる



21.6.2 経済部

現下の経済状況
（地域の事業者等の声）

3

業種等 事業者等の声

農業者
・

農業関係
団体

○生乳生産の抑制や飼料価格の高騰など、生産環境

は依然として、厳しい状況が続いており、生産現

場の経営努力だけでは限界があるため、引き続き、

酪農経営の維持に向けた対策を講じて欲しい。

○電気料金が高止まりしている状況の中、農業水利
施設の適切な維持管理への影響が懸念

○農業水利施設の維持管理に係る電気料金に対する
支援をして欲しい。

○特にハウス関係は夏頃が収穫期を迎え、繁忙期に
なり、人手不足も顕著となる
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現下の経済状況

（地域の事業者等の声）

4

業種等 事業者等の声

運輸業
（旅客）

○物価高騰等の影響を受け、地域公共交通を取り巻く
環境は依然として厳しい状況

運輸業
（貨物）

○物価高騰等により依然として厳しい経営状況が
続いている

○経費節減（輸送効率化等）には取り組んでいるが、
コストの上昇分は吸収できていない
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現下の経済状況

（地域の事業者等の声）

5

業種等 事業者等の声

漁業

○燃油価格などの高騰により生産コストが増加し、
漁業経営に大きな影響が及んでいる

○種苗生産においては、電気料金や配合飼料価格の
高騰による漁業者負担額への転嫁が困難であること
から、生産体制の維持が難しくなっている

林業・
木材産業

○燃油価格や電気料金、資材価格の高騰の影響により
利益が圧迫されている



21.6.2 経済部

6

業種等 事業者等の声

医療・
福祉等

〇年明け以降も物価高騰は続いており、医療機関の
負担が増大しているほか、北海道電力が電気料金
の見直しをする等、光熱水費の負担もこれまで
以上に大きなものとなっている

〇光熱費をはじめとする物価高騰により、社会福祉
施設等の運営に大きな影響が生じており、経営
努力のみで対応し続けることは困難

〇医療・福祉サービス等への影響が可能な限り緩和
されるよう物価高騰への支援を要望

現下の経済状況
（地域の事業者等の声）
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7

業種等 事業者等の声

市町村

○住民税非課税世帯にのみ給付が行われてきた中、
支援の対象とならない世帯との不均衡が生じて
いる
〇物価高騰の影響を受け、支援が必要な世帯は
他にもいるのではないか

道民
〇住民税非課税世帯との所得の差は僅かであり、
こうした世帯へも支援の手を差し伸べてほしい
〇支援の対象となる基準の上限を上げてほしい

現下の経済状況
（地域の事業者等の声）


